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(図１)　３分野の履修コース

高度専門看護職
修士課程（２年）入学定員７人

うち母性看護・助産学分野（高度実践看護職［助産師国家試験受験資格取得を含む］養成コースは３名）

◦慢性看護学分野

◦地域看護学分野

◦母性看護・助産学分野

高度実践看護職養成コース
（高度実践看護職［助産師国家
 試験受験資格取得を含む］）

教育者・研究者養成コース

入学者受入方針

教育理念と目的

（アドミッション・ポリシー）

１） 高度実践看護職養成コース【助産師国家資格取得コースを除く】
　�生命の尊厳を重視する高邁な倫理観に立って、効果的で質の高い看護援助を提供、指導できる

高度先進医療の発展に不可欠な以下の能力を有する高度看護専門職を養成する。
　（１）エビデンスに基づいたケアを実践できる能力
　（２）エビデンスを分析しケアを変革していく能力
　（３）ヘルスケアシステムを構築・改革していく能力
　（４）実践技術を研究・検証し、その領域の学問を深化・発展させる能力
　（５）国際的に活躍できるコミュニケーション能力
２）高度実践看護職養成コース【助産師国家資格取得コース】
　（１）エビデンスに基づいたケアを実践できる能力
　（２）エビデンスを分析しケアを変革していく能力
　（３）ヘルスケアシステムを改革していく能力
　（４）実践技術を研究・検証し、助産技術を深化・発展させる能力
３）教育者・研究者コース
　 �多様化する医療の中で、効果的な医療システムの構築の発展に寄与する学際的で革新的な研究   

者・教育者を養成する

　本学は、高度先進医療の発展に不可欠な高度看護専門職や質の高い看護援助を提供、指導でき
る看護実践者の養成を目指しています。また看護学のさらなる発展に寄与できる学際的な実践者、研
究者、教育者の養成を目指しています。その成果を踏まえてわが国のみならず全ての社会の発展に貢
献できる学生を本学は求めています。

学生募集要項に関してのお問い合わせ先

関西看護医療大学　事務局入試係
〒656-2131　兵庫県淡路市志筑１４５６番地４

TEL
FAX
E-mail
URL
受付時間

（0799）６０−１２００
（0799）６０−１２０１
nyushi@kki.ac.jp
https://www.kki.ac.jp
月〜金

（土日祝日、12/29〜1/3を除く）
9：00〜17：00

1 募集定員等

（1）学校教育法第83条に定める大学を卒業した者または当該年度の３月までに卒業見込みの者
（2）学校教育法第104条第４項の規定により学士の学位を授与された者または当該年度の３月までに授与見込みの者
（3）外国において学校教育における16年の課程を修了した者または当該年度の３月までに修了見込みの者
（4）�外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教育における16年

の課程を修了した者または当該年度の３月までに修了見込みの者
（5）�専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすものに限る。）で文

部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以降に修了した者
（6）学校教育法施行規則第155条第１項第６号の規定により文部科学大臣が指定した者。
（7）�前各号に定める者のほか、本大学院における個別の入学審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力があると学長

が認めた者で、当該年度末までに22歳に達する者【＊下記13参照（P.5）】

（出願に係る留意事項）
　本大学院は、高い臨床能力を持つ高度専門看護職の養成を目標の一つとしています。このため、各専攻分野を選択する上
においては、上記に加えて以下の資格を有することとします。
　慢性看護学分野、地域看護学分野、母性看護・助産学分野【高度実践看護職養成コース（助産師国家試験受験資格取得）
を含む】においては、すでに看護師・保健師・助産師資格のいずれか１つ以上を有しているか、あるいは資格取得見込であるこ
ととします。
　ただし、母性看護・助産学分野の教育者・研究者養成コースにおいては、履修内容から助産師資格（資格取得見込みを含
む）を有することを原則とします。

2 出願資格

専攻分野 履修コース 入学定員 修業年限

慢性看護学分野
高度実践看護職養成コース

７名 ２年

教育者・研究者養成コース

地域看護学分野
高度実践看護職養成コース

教育者・研究者養成コース

母性看護・助産学分野

高度実践看護職養成コース
 ・ 助産師国家資格取得コース【３名限度】
 ・ 助産師国家資格所持者コース

教育者・研究者養成コース

＊全ての履修コースにおいて、大学院設置基準第14条に定める教育方法の特例を適用しています。
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アドミッションポリシー

履修コース

修士課程は、教育理念に基づきエビデンスに基づく高度な看護実践能力と看護学分野における研究能力を有

する人材を育成します。したがって修士課程では、次のような人を求めています。

・看護理論や看護研究に関する基礎的な知識や思考力をもつ人

・専門知識や技術に基づき看護を実践・展開できる能力をもつ人

・看護学の発展/創造に寄与できる看護観・人間観・倫理観をもつ人

・看護現象を多面的/論理的にとらえ、看護学を単協しようとする力をもつ人

・生涯にわたって高度実践看護職者あるいは教育者として、研鑽を続ける力をもつ人

・社会の変化に伴う健康課題を把握し、保健医療福祉や看護教育の革新を目指す人

（１） 助産師として生命を重視する倫理観を持ち自律した助産実践者としての責任遂行力

（２） 助産師としてのセルフケアと自己研鑽を続ける基本的な専門的自律力

（３） 周産期医療における的確な知識と助産学・看護学の理論に基づいた基本的な助産実践力

（４） 共に働く人々と連携・協働し助産実践対象者のより良い健康支援を目指す対人関係形成力

（５） 母性看護・助産学分野における研究課題を発見し変革を目指して取り組む研究力

事務局入試広報課

・慢性看護学分野

・地域看護学分野

・看護管理学分野

・母性看護・助産学分野

高度実践看護職養成コース

教育者・研究者養成コース

　慢性看護学分野

　地域看護学分野

　看護管理学分野

(８)看護管理学分野においては、5年以上の管理職(主任、副看護師長等以上)経験がある。
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3 出願期間・実施日時・選考科目等

出願期間 実施日 合格発表 実施時間・選考科目 実施
会場

入学手続
締切日

第
Ⅰ
期

8/23(月)〜9/3(金) 9/11(土) 9/17(金) ９：００　開場
９：３０　受験ガイダンス
９：５０
　

〜

　専門科目［100点］
１０：５０
11：１５
 

〜

 個別面接［５0点］

本
学

1０/1(金)

第
Ⅱ
期

10/12(火)〜10/27(水) 11/3(水・祝) 11/10(水) 11/24(水)

第
Ⅲ
期

2/14(月)〜2/24(木) ３/3(木) 3/9(水) 3/24(木)

　出願前に必ず指導教員との面談を行ってください。面談終了後、願書の左上にある「事前面談担当者印」の欄に指導教員よ
り押印してもらってください。

出　願　書　類　等 摘　　　　　　　要
1 看護学研究科入学願書 本学所定様式

2 写真票 本学所定様式
３か月以内に撮影した上半身・正面・無帽の写真を貼付してください。

3 受験票 本学所定様式

4 卒業（見込み）証明書 出願資格に該当するもの
なお、外国の大学出身者は、その大学の詳細がわかるものを添付してください。

5 学位授与証明書 大学改革支援・学位授与機構による学士の学位を取得した方のみ

6 成績証明書
出身大学長等が作成したもの
大学改革支援・学位授与機構による学位取得者は、出身短期大学又は専門学校の
成績証明書

7 推薦書
本学所定の様式
大学院設置基準第14条に定める教育方法の特例を適用して入学を希望する方のみ
出願者の専門能力を判断しうる推薦者を選択してください。

8 志望理由書 本学所定様式（800字程度）

9 看護師、保健師、助産師
免許証の写し 看護師、保健師、助産師資格を有する方のみ

10 出願資格認定申請書 本学所定様式
２　出願資格⑦〔P.1〕で出願する方のみ

4 出願手続

（注意）
　 ８「志望理由書」は、指導教員との事前面談により指導を受けること。
　 なお、遠方の場合は、電話及びメールでの対応を行いますので、P.8の分野別担当教員一覧をご参照のうえ、希望する分野

の教員へ事務局窓口を通じて直接ご連絡ください。
　 「志望理由書」の様式データが必要な場合は、事務局入試係(0799)60-1200まで申し出ください。

※定員数を満たした場合、その後の試験（第Ⅱ期、第Ⅲ期）が実施されない場合がございますので、予めご了承ください。
（注意）
　※専門科目は記述方式で、志望する分野の問題と他分野の問題１題を選択して解答していただきます。

３０，０００円
＊本学所定の振込依頼書を利用して振り込んでください。金融機関の日付印があることを確認して、願書の振込証明書貼付
欄に貼ってください。出願受付後の検定料の返還はできません。
　ただし、〔P.1 「２　出願資格⑦」〕で出願する方においては、出願資格の認定を受けた後に検定料を振り込んでください。

出願は下記あての郵送（速達書留）のみで受け付けます。必要書類確認後、受験票を返送します。
　〒６５６－２１３１
　兵庫県淡路市志筑１４５６－４
　関西看護医療大学　事務局入試係　　※市販の封筒（角２サイズ）を用いてください。

筆記選考（専門科目）及び個別面接並びに事前に提出された各種書類審査の結果を総合して合否を判定します。

　関西看護医療大学　　兵庫県淡路市志筑１４５６－４
　ＴＥＬ（０７９９）６０－１２００
　ＦＡＸ（０７９９）６０－１２０１
　＊自家用車でのご来場の場合は、学内の駐車場を利用することができます。

（1）受験者は選考開始の20分前までに実施会場に集合してください。
（2）受験票は必ず携行し選考中は机上に置いてください。
（3）解答開始後20分以上遅刻した場合は受験できません。
（4）�選考時間中は、特別に許可を受けた場合以外は飲食禁止です。
（5）�実施会場によっては時計が無い場合があります。時計は各自で用意してください。
（6）その他、選考中は全て監督者の指示に従ってください。

（1）合否の結果は郵便で本人に通知（速達書留）します。構内掲示やインターネット上での発表は行いません。
（2）電話・郵便等により合否の結果に対する照会には応じられません。
（3）合格発表から２日経過しても、お手元に通知が届かない場合は大学事務局入試係【(0799)60-1200】へご連絡ください。

5 検定料

6 出願方法

７ 選考方法

8 実施会場

9 受験上の留意事項

10 合格発表
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9/2(月）～9/13（金）

2/17(月）～2/28（金）

9/21（土） 9/26（木） 10/10（木）

3/24（月）

7

第
　 

期
　
　
第
　 

期

Ⅰ

Ⅱ
3/7（金） 3/12（水）

事務局入試広報課

9:00  開場

9:30  受験ガイダンス

9:50　専門科目［100点］

11:15 個別面接［50点］

10:00  開場

10:30  受験ガイダンス

11:50　専門科目［100点］

12:15　個別面接［50点］

第Ⅱ期

事務局入試広報課
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合格発表時に入学手続に必要な書類を送付しますので、入学手続締切日〔P.2「３　出願期間・実施日時・選考科目等」参照〕
までに学納金（前期分）の納入と必要書類の提出を行ってください。
　①　提出書類
　　　 ⑴ 誓約書（本学所定様式で合格通知とともに送付）
　　　 ⑵ 戸籍抄本
　②　学納金（前期分）

令和4年３月18日(金)午後５時までに入学辞退を申し出た方には、入学辞退届（本学指定様式）をお送りしますので令和4年
３月24日(木)までにご提出いただいた場合に限り、入学金を除く学納金を返還します。

〔P.1 「２　出願資格⑦」〕に記載の大学卒業と同等以上の学力と認定される者の適用例です。１つでも該当する場合は認定
対象となります。【あくまで基準の例示であり、認定を保証するものではありません】

（1）看護師経験が３年以上ある。
（2）看護系雑誌等への論文掲載が筆頭著者として１編以上ある。
（3）看護に関する６か月以上の研修会を修了している。
（4）�大学の科目等履修生等において「看護研究の方法」に関する科目を修得している又は修得見込みである。

慢性看護学分野、地域看護学分野に所属した者においては、入学時と１学年（M1）終了時の３月末日までに事務局学務課に
申請することができます。
母性看護・助産学分野に所属した者においては、入学時のみ申請することができます。
３年目以降の授業料は、定められた納付金の２分の１とすることができます。
最大在籍可能年限は６年です。

（1）入学後に日本学生支援機構奨学金の貸与を考えている方は、合格通知書受領後に事務局学務課【(0799)60-1200】へ
ご連絡ください。

（2）本募集要項に関するお問い合わせは、事務局入試係へご照会ください。
（3）受理後の出願書類の変更は認められません。
（4）出願書類により取得した個人情報は厳重に管理し、選考業務以外の用途に使用することはありません。
（5）出願書類の返還はいたしません。
（6）出願書類の内容に虚偽等があることが判明した場合は、合格を取り消すことがあります。

 （注意）
　①　１年次後期以降の学納金は以下のとおりです。
　②　本学卒業生（卒業見込み含む）は、入学金が半額となります。

【１年次後期学納金】

【２年次学納金（年間）】

区　分 入学金 授業料 教育充実費 実習費 合計

慢性看護学分野
地域看護学分野
母性看護・助産学分野
　（教育者・研究者養成コース)
　（助産師国家資格所持者コース）

300,000円 300,000円 100,000円 － 700,000円

母性看護・助産学分野
　(助産師国家資格取得コース) 300,000円 300,000円 100,000円 150,000円 850,000円

区　分 授業料 教育充実費 実習費 合計

慢性看護学分野
地域看護学分野
母性看護・助産学分野
　（教育者・研究者養成コース)
　（助産師国家資格所持者コース）

300,000円 100,000円 － 400,000円

母性看護・助産学分野
　(助産師国家資格取得コース) 300,000円 100,000円 150,000円 550,000円

区　分 授業料 教育充実費 実習費 合計

慢性看護学分野
地域看護学分野
母性看護・助産学分野
　(教育者・研究者養成コース)
　（助産師国家資格所持者コース）

600,000円 200,000円 － 800,000円

母性看護・助産学分野
　(助産師国家資格取得コース) 600,000円 200,000円 300,000円 1,100,000円

11 入学手続 12 入学辞退

13 大学卒業と同等以上の学力認定

14 長期履修制度

15 その他
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入学手続完了後に入学を辞退する場合は、事務局入試広報課へその旨を必ずご連絡ください。本学より入学辞退届を

送付いたしますので、ご記入いただいた入学辞退届と入学許可書を事務局入試広報課に郵送してください。

入学検定料および入学金を除く学納金は、送付書類記載の期日までに申し出があれば返還します。
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　慢性看護学分野

　地域看護学分野

　看護管理学分野

　母性看護・助産学分野

　　(教育者・研究者養成コース)

　　(助産師国家資格所持者コース)

　慢性看護学分野

　地域看護学分野

　看護管理学分野

　母性看護・助産学分野

　　(教育者・研究者養成コース)

　　(助産師国家資格所持者コース)

　慢性看護学分野

　地域看護学分野

　看護管理学分野

　母性看護・助産学分野

　　(教育者・研究者養成コース)

　　(助産師国家資格所持者コース)

(５)看護管理学分野においては、5年以上の管理職(主任、副看護師長等以上)経験がある。

慢性看護学分野、地域看護学分野、看護管理学分野に所属した者においては、入学時と1学年(M1)終了時の3月末日

までに事務局学務課に申請することができます。
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大学院看護学研究科

履修コース 概　要

教育者・研究者養成コース
（修了要件：30単位以上）

慢性疾患をもつ人とその看護に関する理論や研究論文の分析、さらには慢性看
護やその実践の発展と改革・創造に必要な専門知識を深める。そして、関心あ
る看護現象に係る研究を行い、修士学位論文を作成することを通して研究力を
修得する。

高度実践看護職養成コース
（修了要件：30単位以上＋
　慢性看護学実習４単位）

慢性疾患をもつ人とその看護に関する理論や研究論文の分析、さらには慢性看
護やその実践の発展と改革・創造に必要な専門知識を深める。そして、研究課
題に沿って看護現象を分析したうえで、ケアの改善・改革のために開発した介
護介入とその有効性、あるいは有効な看護介入のために開発した組織・教育シ
ステムを実践してその有効性を検証する。この結果をもとに修士学位論文を作
成することを通して研究力を修得する。また、検証結果を国内外に発信し、看
護の発展に寄与する実践力と統率力を修得する。

履修コース 概　要

教育者・研究者養成コース
（修了要件：30単位以上）

母性看護・助産学の対象である女性と子ども及び家族の看護・助産に関する理
論や研究論文の分析、さらには母性看護・助産学やその実践の発展と改革・創
造に必要な専門知識を深める。そして、関心ある看護・助産の現象に係る研究
を行い、修士学位論文を作成することを通して研究力を修得する。

高度実践看護職養成コース
【助産師国家資格所持者コース】
（修了要件：30単位以上＋
母性看護・助産学実習４単位）

母性看護・助産学の対象である女性と子ども及び家族の看護・助産に関する理
論や研究論文の分析、さらには母性看護・助産学やその実践の発展と改革・創
造に必要な専門知識を深める。そして、研究課題に沿って看護現象を分析した
うえで、ケアの改善・改革のために開発した看護介入とその有効性、あるいは
有効な看護介入のために開発した組織・教育システムを実践してその有効性を
検証する。この結果をもとに修士学位論文を作成することを通して研究力を修
得する。また、検証結果を国内外に発信し、看護・助産の発展に寄与する実践
力と統率力を修得する。

高度実践看護職養成コース
【助産師国家資格取得コース】
（修了要件：30単位以上＋
助産師国家試験受験資格
28単位）

母性看護・助産学の対象である女性と子ども及び家族の看護・助産に関する理
論や研究論文の分析、さらには母性看護・助産学やその実践の発展と改革・創
造に必要な専門知識を深める。そして助産師国家試験受験資格に係る科目の履
修を通して、母子・家族への支援技術の修得や助産所等の経営管理、母子保健
の体系化への理解を深め、この結果をもとに修士学位論文の作成を通して研究
力を修得するとともに、看護・助産の発展に寄与する実践力と統率力の基本的
能力を修得する。

履修コース 概　要

教育者・研究者養成コース
（修了要件：30単位以上）

地域看護学に関する理論や研究論文の分析に加え、地域における看護実践の発
展と看護体制のマネジメントに必要な専門知識を深める。そして、関心ある看
護現象に関わる研究を行い、修士学位論文の作成を通して研究力を修得する。

高度実践看護職養成コース
（修了要件：30単位以上＋
　地域看護学実習４単位）

地域看護学に関する理論や研究論文の分析に加え、地域における看護実践の発
展と改革・創造に必要な専門知識を深める。そして、公衆衛生看護学の視点を
ベースとして、地域に関する保健統計資料や医療費の分析、健康ニーズのアセ
スメントをとおして、地域における看護体制の改善・改革を目的に開発した看
護介入とその有効性を検証する。また地域看護における組織体制や実践方法の
改善・改革に向けた組織・教育システムの構築、さらには、その実践における
有効性を検証する。この検証結果を国内外に発信し、地域に密着した先駆的・
革新的な看護支援の開発に寄与する実践力と統率力を修得する。

16 履修概要

①　慢性看護学分野 ③　母性看護・助産学分野

②　地域看護学分野

K a n s a i  U n i v e r s i t y  o f
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研究論文の講読を通して地域看護学に関する理論や研究論文の分析に加え、地域にお

ける看護実践の発展と看護体制のマネジメントに必要な専門知識を深める。そして、

関心ある看護現象に関わる研究を行い、修士学位論文の作成を通して研究力を修得す

る。

また、検証結果を国内外に発信し、研究者としての姿勢を体得する。

看

③　看護管理学分野

④　母性看護・助産学分野

高度実践看護職養成コース

(修了要件：３０単位以上＋

看護管理学実習４単位)

看護管理学の基本となる看護管理システムやマネジメントについて、組織

論、経営戦略論、財務分析など専門知識を深めることで、管理すべき「ひ

と、もの、金、情報」についてミクロ的視点とマクロ的視点で探求する。そ

して、イノベーションを意識し、保健・医療・福祉分野で対応できる研究を

行い、修士学位論文を作成することを通して研究力を修得する。

看護管理学の基本となる看護管理システムやマネジメントについて、組織

論、経営戦略論、財務分析など専門知識を深めることで、管理すべき「ひ

と、もの、金、情報」についてミクロ的視点とマクロ的視点で探求する。そ

して、イノベーションを意識した研究課題に沿って看護管理上の問題を分析

し、改善・改革のために開発した看護管理システム等の有効性の検証や組織

変革のための戦略と有効性などを検証し、実践を通じて高度なマネジメント

力を修得する。また、検証結果を国内外に発信し、保健・医療・福祉分野の

革新的な看護管理システムの開発に寄与する実践力と統率力を修得する。
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大学院看護学研究科

K a n s a i  U n i v e r s i t y  o f
N u r s i n g  a n d  H e a l t h  S c i e n c e s 2 0 2 1

分　野 担当教員 研究概要 代表
者tel Mail

慢性看護学分野

江
え が わ

川　隆
た か こ

子

　生活習慣病、特に糖尿病や
腎透析患者の看護に関連した
看護診断の開発および足病変
に対するフットケアの有 効 性
に関する研究指導を行う

t.egawa@kki.ac.jp

小
こだいら

平　京
きょうこ

子

　慢性病、特に糖尿病患者に
必要な自己管理に係る看護ケ
アの開発や患者教育モデルの
構築に関する研究指導を行う

k.kodaira@kki.ac.jp

奥
お く つ

津　文
あ や こ

子

　がんのターミナル期にある
人の看護ケアの開発や援助モ
デルの構築に関する研究指導
を行う

a.okutsu@kki.ac.jp

神
か み や

谷　千
ち づ る

鶴

　慢性疾患、主に慢性腎不全
患者の看護診断の開発とその
看護治療の開発、看護治療の
検証に関する研究指導を行う

c.kamiya@kki.ac.jp

下
しもまい

舞　紀
き み よ

美代

　がんやターミナル期にある
人の看護ケアの開発や援助モ
デルの構築に関する研究指導
を行う

k.shimomai@kki.ac.jp

笠
かさおか

岡　和
か ず こ

子

　急性疾患、リハビリテーショ
ン期にある人の看護診断とそ
の看護治療の開発、検証に関
する研究指導を行う

k.kasaoka@kki.ac.jp

地域看護学分野

伊
い き

木　智
と も こ

子

　地域で暮らす人々の健康の
維持・増進と組織化及び地域
づくりに関する研究指導を行
う

t.iki@kki.ac.jp

古
ふるかわ

川　秀
ひでとし

敏

　在宅における患者とその家
族に対する看護援助とケアシ
ステムの構築に関する研究指
導を行う

h.furukawa@kki.ac.jp

分　野 担当教員 研究概要 代表
者tel Mail

母性看護・
助産学分野

曽
そ か べ

我部　美
み え こ

惠子

　女性のライフサイクル全般
にわたる性と生殖に対する健
康問題とその支援策の探求、
高度生殖医療を受ける女性と
その家族に関する研究指導を
行う

m.sokabe@kki.ac.jp

宮
みやもと

本　政
ま さ こ

子

　助産師に求められる専門的
知識・技能の獲得に関連する
研究、女性のライフサイクル各
期における性と生殖に関連す
る研究、母性や父性の獲得を
含む家族機能や家族発達に関
連する研究指導を行う

m.miyamoto@kki.ac.jp

種　　別 第一種奨学金 第二種奨学金

利　　子 無利子 有利子

貸与月額

５０，０００円
８８，０００円

の２種から選択

　５０，０００円
　８０，０００円
１００，０００円
１３０，０００円
１５０，０００円

の５種から選択

18 日本学生支援機構奨学金

17 分野別担当教員一覧

修士課程修了までの学納金等について、下記のとおり書類選考を経て適用ができます。

令和3年４月１日現在

0799-
60-1200

0799-
60-1200

令和3年6月１日現在

K a n s a i  U n i v e r s i t y  o f
N u r s i n g  a n d  H e a l t h  S c i e n c e s 4令和　　年度

令和6年6月1日現在

7

　助産学・母性看護学の学問領域に

おいて「母性意識の構造と発達(文化

的背景と性役割、子育てとの関係)」

「子育て支援方法(乳幼児虐待、母親

の育児ストレス、母乳育児)」「助産師の

生涯発達支援(学習動機づけ過程、キ

ャリア発達)を主たる研究課題として研

究指導を行う

松村　惠子

まつむら　けいこ

k.matsumura@kki.ac.jp

おすじ　よしこ

尾筋　淑子 y.osuji@kki.ac.jp

0799-

60-1200

　妊娠、分娩、産褥、育児とい

う周産期にある女性とその家族

に対する健康問題（健康課題）

に対する研究指導を行う

５

５

0799-

60-1200

y.kuroe@kki.ac.jp黒江　ゆり子

くろえ　ゆりこ

　慢性疾患、主に糖尿病や腎

透析患者の看護に関連した看

護診断の開発およびその地看

護治療の開発と検証に関する

研究を専門領域とする

　慢性疾患、主に糖尿病患者

に必要な自己管理に係る看護

ケアの開発や患者教育モデル

の構築に関する研究を専門領

域とする

　がんの慢性期・維持期にあ

る人の看護ケアの開発や援助

モデルの構築、特にリンパ浮

腫ケアに関する研究を専門領

域とする

　慢性腎不全患者の看護診断の開

発、介入・評価方法の検証、保存

的腎臓療法も含めた療法選択に関

する意思決定支援に関する研究を

専門領域とする

　終末期のがん患者の心理過程を研究課題と

する。具体的には、さまざまな病期のがん患

者とその家族の特徴の理解、また苦痛症状の

ある患者に対する看護介入など、がん看護や

看護ケアにまつわる概論・理論と実践方法を

探求。経験や現象そのものの成り立ちについ

て探求し終末期にある人の心理構造について

の研究を専門領域とする

　妊娠、分娩、産褥、育児と

いう周産期にある女性とその

家族に対する健康問題（健康

課題）に対する研究を専門領

域とする

　助産学・母性看護学の学問領域にお

いて「母性意識の構造と発達（文化的

背景と性役割、子育てとの関係）」

「子育て支援方法（乳幼児虐待、母親

の育児ストレス、母乳育児）」「助産

師の省が発達発達支援（学習動機づけ

過程、キャリア発達）」についての研

究を専門領域とする

　慢性の病と共にある人々への心理社会的側

面をふまえたケアの開発に関して、インタビ

ュー法（ライフストーリーインタビューを含

む）や事例研究法（実践事象分析を含む）等

を用いた研究による看護学的探究を専門領域

とする。

看護管理学分野

みのうら　ようこ

箕浦　洋子

　「看護必要度と病院経営」「看護師

と看護補助者のタスクシフト/シェア」

「看護管理者教育」など、臨床と連動

する看護管理の実践を中心とした看護

管理分野の研究を専門領域とする

笠岡　和子

かさおか　かずこ

　「リスクマネジメント」

「看護診断」など臨床と連動

する看護管理に必要な要素と

しての研究を専門領域とする

y.minoura@kki.ac.jp

k.kasaoka@kki.ac.jp

　地域で暮らす人々の健康推

進・増進におけるプログラム

の開発および地域づくりに関

する研究を専門領域とする

　地域看護学の学問領域において、

「認知症の人とその家族の支援」など

在宅で療養する患者とその家族に対す

る看護援助とケアシステムの構想につ

いての研究を専門領域とする

y.minoura@kki.ac.jp

k.kasaoka@kki.ac.jp

箕浦　洋子

みのうら　ようこ

かさおか　かずこ

笠岡　和子

　急性疾患、リハビリテーシ

ョン期にある人の看護診断と

その看護治療の開発、検証に

関する研究を専門領域とする

　慢性疾患をもった小児患者

と家族に対し、成長・発達を

考えた看護ケアの開発や援助

モデルの構築に関する研究を

専門領域とする
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令和4年度

関西看護医療大学大学院看護学研究科入学願書

受験
番号

※

出願分野

フリガナ

氏　　名
（姓） （名）

生年月日 昭和・平成　　年　　月　　日生　　歳(令和４年４月１日現在)

合格通知
等 の
送 付 先

〒 都道
府県

☎　　　　　　−　　　　−

☎　　　　　　−　　　　−

〒
現 住 所

出願資格

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和　　　　　　　　卒業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　　　　　　　卒業見込
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

令和
　　　　　　大学　　　　　　学部　　　　　　学科　　　　　　年　　月

（学校教育法第104条第4項の規定による学士の学位授与　　 年　　 月　　 日）

学　　歴

職　　歴

取得免許

　　　　年　　月

　　　　年　　月

　　　　年　　月

　　　　年　　月

　　　　年　　月

　　　　年　　月

　　　　年　　月

　　　　年　　月

　　　　年　　月

　　　　年　　月

　　　　年　　月

　　　　年　　月

高等学校　　　　　　　科卒業

□看護師免許　（　　　年　　月取得、免許番号：　　　　　　　　　　　　　　　）
□保健師免許　（　　　年　　月取得、免許番号：　　　　　　　　　　　　　　　）
□助産師免許　（　　　年　　月取得、免許番号：　　　　　　　　　　　　　　　）

 （注）　裏面の「記入上の注意」を熟読のうえ、記入してください。

履 修
コ ー ス

◦慢性

◦地域

◦母性・助産

高度実践看護職養成　◦　教育者・研究者養成

（いずれかに○印） （いずれかに○印）

1.出願日前 3ヵ月以内に
　撮影した上半身･正面･
　無帽のもの
2.写真裏面に氏名を記入
3.完全貼付

写真を貼付して
ください
(縦 4㎝×横 3㎝)

19　アクセス

■ 本学会場
（母性・助産のみどちらかに◯印）

◦助産師国家資格所持者コース
◦助産師国家資格取得コース

⬇

事前面談
担当者印

※

大学院看護学研究科

19 アクセス

【本学】関西看護医療大学　　［〒656-2131　兵庫県淡路市志筑1456番地4］

志筑バス停より徒歩7分
津名港バスターミナルより徒歩15分
＊自家用車等での直接のご来場も可能です。

K a n s a i  U n i v e r s i t y  o f
N u r s i n g  a n d  H e a l t h  S c i e n c e s 4令和　　年度

7

7

6

　・慢性

　・地域

　・看護管理

　・母性･助産



記 入 上 の 注 意

１　太線枠内の必要事項は漏れなく記入すること。

◎入学検定料（３０，０００円）

１　入学検定料30,000円を綴り込みの振込依頼書で振り込み、金融機関の収納印の
　ある入学検定料振込受付証明書を下欄に貼付すること。

入学検定料振込受付証明書　貼付欄

２　※印欄は記入しないこと。

３　文字・数字は、すべて黒のボールペンで明瞭に記入すること。

４　出願分野、履修コース、合格通知等の連絡先及び出願資格欄の選択箇所につい
　　ては、該当項目を○で囲むこと。

５　誤って記入した場合は、誤記部分を２本線で消し訂正すること。

６　学歴・職歴欄が不足する場合は、適宜、用紙に記入のうえ貼付してください。

写 真 票

受験番号
※

フリガナ

氏　　名

受験分野 慢性・地域・母性・助産

男
・
女

1.出願日前 3ヵ月以内に
　撮影した上半身･正面･
　無帽のもの
2.写真裏面に氏名を記入
3.完全貼付

関西看護医療大学大学院看護学研究科

受 験 票

受験番号
※

フリガナ

氏　　名

男
・
女

［看護学研究科入学者選抜］

（ 切 り 取 り 線 ）

（
切
　
り
　
取
　
り
　
線
）

（
切
り
取
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
）

［看護学研究科入学者選抜］

宛
名
面
に
383
円
の
切
手
貼
付
、
住
所
・
氏
名
の
記
入
を
必
ず
お
願
い
し
ま
す
。

(注)

（いずれかに○印）

写真を貼付して
ください
(縦 4㎝×横 3㎝)

実 施 日
希望する日に
○を入れてく
ださい

令和3年 9月１1日(土)
令和3年11月3日(水・祝)
令和4年 3月3日(木)
関西看護医療大学実施会場

 〔受験上の注意〕

実施当日スケジュール

 1 ．受験ガイダンスおよび各選考開始 5分前までに実施会場に入室
　　し、着席してください。
 2 ．受験票を必ず携帯し、机上に提示しておいてください。
 3 ．机上は、受験票のほか、筆記用具（HB・Bの鉛筆、プラスティッ
　　ク消しゴム）、時計のみ置くことができます。

 9 ：00〜
 9 ：30〜
 9 ：50〜10：50
11：15〜

受 付
受験ガイダンス
専 門 科 目
個 別 面 接

関西看護医療大学大学院看護学研究科

令和7年3月7日（金）

令和6年9月21日（土）
慢性・地域・看護管理・母性･助産



関西看護医療大学大学院看護学研究科

推 薦 書
令和　　　年　　　月　　　日

推薦事由 （勤務状況、人物、能力・適性などについて、できるだけ具体的に記述してください）

　　　　　　　　　　　を以下の事由により、貴学看護学研究科入学の適格者として

責任をもって推薦します。

（被推薦者氏名）

記載責任者　職・氏名

㊞

関西看護医療大学

学　長　　江　川　隆　子　様

受験
番号

※
切 手

3 8 3 円 分

貼付のこと

郵 便 は が き

簡

易

書

留 様

関 西 看 護 医 療 大 学
〒656-2131 兵庫県淡路市志筑1456番地4
TEL 0799-60-1200



受験
番号

※

令和4年度関西看護医療大学大学院看護学研究科

入 学 者 選 抜 出 願 資 格 認 定 申 請 書

希望 分 野 希望コース

関西看護医療大学学長　殿

関西看護医療大学大学院看護学研究科入学者選抜について、
出願資格の認定を受けたいので申請いたします。

西暦　　　　　年　　　月　　　日

西暦　　　　　　　　　年　　　月　　　日生（　　　歳）

氏名　　　　　　　　　　　　　　　　㊞　　　　男　・　女
ふりがな

現 住 所

現　　　職

〒 固定電話（　　　）　　　−　　　　　
携帯電話（　　　）　　　−　　　　　

勤 務 先

職 名

所 在 地 （〒　　　　　　　） Tel（　　　）　　　−　　　　　

学　歴（高等学校卒業から詳細に記入すること）

高等学校卒業　　　　　　　年　　　　月　　　　日

　　　　　　　年　　　　月　　　　日

　　　　　　　年　　　　月　　　　日

　　　　　　　年　　　　月　　　　日

　　　　　　　年　　　　月　　　　日

　　　　　　　年　　　　月　　　　日

　　　　　　　年　　　　月　　　　日

　　　　　　　年　　　　月　　　　日

　　　　　　　年　　　　月　　　　日

※欄は記入しないこと。

（裏面につづく）

7



 【大学卒業と同等学力の認定申請】
該当項目に○印 番号 項 目

①

②

③

④

⑤

看護師経験が３年以上ある

看護系雑誌等への論文掲載が筆頭著者として１編以上ある

看護に関する６か月以上の研修会を修了している

大学の科目等履修生等において「看護研究の方法」に関する科目を修得
している又は修得見込みである

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１　番号①の方は記入

在籍年月 所属施設名 業務内容
　　年　　月〜　　年　　月

　　年　　月〜　　年　　月

　　年　　月〜　　年　　月

　　年　　月〜　　年　　月

２　番号②の方は記入

掲載月日 掲載雑誌名 掲載内容
　　年　　月

　　年　　月

　　年　　月
＊掲載雑誌の表紙及び該当頁の写し等を提出

３　番号③の方は記入

研修期間 研修名 主催者名
　　年　　月〜　　年　　月

　　年　　月〜　　年　　月

　　年　　月〜　　年　　月

４　番号④の方は記入

修了月日 科目名 科目内容
　　年　　月

　　年　　月

　　年　　月

５　番号⑤の方は記入

電
信
扱

科
目

依
頼
日

　
　
　
　
　
年
　
　
　
 月
　
　
　
 日

電
　
　
信
　
　
扱

手
数
料

円 円

三
井
住
友
銀
行
洲
本
支
店
　
普
通
 5
13
48
44

み
な
と
銀
行
津
名
支
店
　
普
通
 3
41
19
74

金 　 額
￥
３
０
０
０
０

フ
リ

ガ
ナ 受 取 人 依 頼 人

学
　
校
　
法
　
人
　
 関
　
西
　
看
　
護
　
医
　
療
　
大
　
学

ガ
ク
）
カ
ン
サ
イ
カ
ン
ゴ
イ
リ
ョ
ウ
ダ
イ
ガ
ク

令
和
4年
度

入
学
検
定
料

（
看
護
学
研
究
科
入
学
者
選
抜
）

受
験
者
氏
名

フ
リ
ガ
ナ

住
所
　
〒

（
T
EL
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

収
　
納
　
印

（
取
扱
店
保
管
）

◦
取
扱
銀
行
へ
の
お
願
い

　
依
頼
人
の
氏
名
は
必
ず
打
電
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
手
数
料
依
頼
人
負
担振
込
依
頼
書

振
込
金
領
収
証

手
数
料

円

依
頼
日

　
　
　
 年
　
　
　
 月
　
　
　
 日

金 　 額 振 　 　 込 　 　 先 受 取 人 依 頼 人

円

￥
３
０
０
０
０

三
井
住
友
銀
行
洲
本
支
店

普
通
　
51
34
84
4

み
な
と
銀
行
津
名
支
店

普
通
　
34
11
97
4

学
校
法
人

関
西
看
護
医
療
大
学

受
験
者

氏
　
名

収
　
納
　
印

（
取
扱
店
→
依
頼
人
）

上
記
の
通
り
領
収
し
ま
し
た
。

（
取
扱
店
）

令
和
　
　
年
　
　
月
　
　
日

振
込
受
付
証
明
書

手
数
料

円

依
頼
日

　
　
　
 年
　
　
　
 月
　
　
　
 日

金 　 額 振 　 　 込 　 　 先 受 取 人 依 頼 人

円

￥
３
０
０
０
０

三
井
住
友
銀
行
洲
本
支
店

普
通
　
51
34
84
4

み
な
と
銀
行
津
名
支
店

普
通
　
34
11
97
4

学
校
法
人

関
西
看
護
医
療
大
学

受
験
者

氏
　
名

収
　
納
　
印

（
取
扱
店
→
依
頼
人
）

振
り
込
み
後
に
「
振
込
受
付

証
明
書
」
を
振
込
受
付
確
認

票
に
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。

（
本
人
保
管
）

（切 り 取 り 線）

（切 り 取 り 線）

（切 り 取 り 線）

（
切
　
り
　
取
　
り
　
線
）

※
看
護
学
研
究
科
入
学
者
選
抜
用

＊書ききれない場合は別葉でも可

＊修了証の写し等を提出

＊修得（修得見込み）証明書及びシラバス等を提出

令和5年度



（
切
　
り
　
取
　
り
　
線
）

速 達

速達書留
相当額の切手
を貼付して、
郵便局窓口へ
差し出してくだ
さい。

速
達
書
留

（
入
学
願
書
在
中
）

6 25 16 3 1

兵庫県淡路市志筑1456番地４

関 西 看 護 医 療 大 学
事務局入試係 宛

〒

住   所

電話番号　　　　　　（　　　　　　）

フリガナ

氏   名

看護学研究科入学者選抜願書　在中

事務局入試広報課




